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★
奥
田
幹
生
元
文
部
大
臣
が
亡
く
な
っ
た
。
同

じ
京
都
市
会
議
員
の
経
験
者
で
あ
る
が
、
年
代

も
違
っ
て
、
そ
ん
な
に
深
い
付
き
合
い
が
な

か
っ
た
。
新
聞
記
者
出
身
の
先
生
か
ら
、
時
た

ま
、
電
話
で
私
が
発
行
す
る
「
え
と
す
」
を
見

ら
れ
た
感
想
を
い
た
だ
い
た
。
★
「
君
の
文
章
は
、
で
あ
る

調
で
、
偉
そ
う
な
感
じ
が
す
る
。
で
す
ま
す
調
に
変
え
た
ら

ど
う
か
」
と
言
う
趣
旨
の
話
が
、
多
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す

る
。
自
分
の
文
章
の
ス
タ
イ
ル
は
な
か
な
か
変
え
る
こ
と
が

出
来
ず
、
先
生
の
助
言
を
生
か
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

★
今
年
の
1
月
20
日
過
ぎ
だ
っ
た
と
思
う
が
、
朝
早
く
、
自

宅
に
先
生
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。「
知
事
選
の
後
継

者
選
び
で
大
変
だ
と
思
う
が
、
君
も
よ
く
知
っ
て
い
る
西
脇

尚
一（
元
市
会
議
長
）さ
ん
の
息
子
で
、
国
交
省
で
幹
部
に

な
っ
た
者
が
い
る
の
だ
が
」
と
い
う
要
件
だ
っ
た
。
私
は

「
彼
も
有
力
な
候
補
者
の
1
人
で
す
」
と
答
え
た
。
★
結
果

は
西
脇
さ
ん
と
な
っ
た
。
奥
田
先
生
は
知
事
選
挙
の
行
方
が

気
に
な
る
の
か
、
2
月
中
旬
、
入
院
先
の
病
院
か
ら
、
西
脇

候
補
予
定
者
の
事
務
所
を
訪
問
さ
れ
、
西
脇
さ
ん
を
激
励
さ

れ
た
。
私
は
、
先
生
は
元
気
で
お
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
。

★
知
事
選
の
告
示
ま
で
、
あ
と
1
週
間
余
り
だ
が
静
か
で
あ

る
。
か
つ
て
の
知
事
選
挙
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
、
朝
か
ら
夕

方
ま
で
、
各
陣
営
の
宣
伝
カ
ー
が
、
候
補
者
の
名
前
を
連
呼

し
て
、
都
大
路
を
走
っ
て
い
た
。
各
家
の
郵
便
受
け
に
は
、

毎
朝
宣
伝
ビ
ラ
が
入
っ
て
い
た
。
そ
れ
ほ
ど
、
知
事
選
は
す

ざ
ま
し
い
戦
い
で
あ
っ
た
。
★
京
都
府
政
の
方
向
転
換
を
決

め
た
の
は
、
林
田
悠
紀
夫
参
議
院
議
員
を
擁
立
し
た
昭
和
53

年
の
選
挙
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
40
年
。
西
田
吉
宏
、
奥
山

茂
彦
、
野
中
広
務
、
奥
田
幹
生
と
い
っ
た
当
時
地
方
議
員
と

し
て
第
一
線
で
共
産
府
政
と
戦
い
、
活
躍
し
た
政
治
家
達
は

鬼
籍
に
入
り
、
誰
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
時
代
の
流

れ
の
速
さ
に
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
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3
月
3
日
、「
活
力
あ
る
京
都
を
つ
く
る
会
」
の
西
脇
隆
俊
を
励
ま

す
総
決
起
大
会
が
、
京
都
市
左
京
区
岡
崎
の
「
み
や
こ
め
っ
せ
」
で

開
催
さ
れ
た
。
午
前
11
時
の
開
始
で
あ
っ
た
が
、
京
都
府
下
各
地
か

ら
、
多
く
の
人
が
参
加
し
て
、
用
意
し
て
い
た
2500
席
が
一
杯
と
な
り
、

500
人
余
り
が
立
ち
席
の
状
態
と
な
っ
た
。「
活
力
京
都
の
会
」
立
石
会

長
の
挨
拶
に
続
き
、
山
田
啓
二
京
都
府
知
事
、
門
川
大
作
京
都
市
長

の
来
賓
挨
拶
に
続
き
、
自
民
、
公
明
、
民
進
、
希
望
、
そ
し
て
立
憲

民
主
、
連
合
京
都
の
代
表
が
、
西
脇
氏
へ
の
激
励
挨
拶
を
行
っ
た
。

最
後
に
、
西
脇
氏
は
「
長
年
培
っ
た
行
政
経
験
を
生
か
し
て
、
生
ま

れ
育
っ
た
京
都
の
た
め
に
、
頑
張
っ
て
参
り
た
い
」
と
決
意
を
語
っ

た
。
3
月
22
日
の
知
事
選
挙
告
示
ま
で
、
あ
と
1
週
間
。
名
乗
り
を

上
げ
て
い
る
西
脇
隆
俊
氏
と
共
産
党
推
薦
の
弁
護
士
福
山
和
人
氏
と

の
2
極
対
決
と
な
る
様
相
が
濃
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
両
陣
営
の
ポ

決起大会で決意を表明する西脇隆俊氏

活
力
京
都
決
起
大
会
３
千
人
が
参
加

盛り上がりに欠ける知事選挙
2極対決の可能性濃厚

盛り上がりに欠ける知事選挙
2極対決の可能性濃厚

恒 心

ス
タ
ー
も
少

な
く
、
事
前

の
街
頭
宣
伝 

カ
ー
の
姿
も 

あ
ま
り
な
く
、

京
都
市
内
で

は
、
選
挙
の

雰
囲
気
が
全

く
感
じ
ら
れ

な
い
。
過
去

の
激
し
い
京

都
府
知
事
選 

挙
を
知
る
人 

に
と
っ
て
は
、

全
く
様
変
わ

り
で
あ
る
。
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大詰めを迎えた憲法改正論議

急
速
に
進
む
韓
国
、
北
朝
鮮
の
接
近

両
国
の
狙
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か

9
条
を
め
ぐ
っ
て
議
論
百
出

自
民
党
憲
法
改
正
推
進
本
部
は
、
来
る
3
月
25
日

の
自
民
党
大
会
に
向
け
て
憲
法
改
正
案
を
熱
心
に
議

論
し
て
い
る
。
中
で
も
、
自
衛
隊
を
憲
法
に
ど
う
書

き
込
む
の
か
、
党
内
で
も
色
々
な
意
見
が
あ
る
。
さ
す

が
に
、
自
民
党
内
に
は
、
自
衛
隊
は
憲
法
違
反
で
あ

る
と
い
う
意
見
は
な
い
が
、
9
条
に
ど
う
書
き
込
む
の

か
、
各
議
員
の
意
見
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
そ
の
上
、

自
民
党
の
支
持
者
の
中
に
も
、
9
条
改
正
は
慎
重
に

し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
も
多
い
。
二
ノ
湯
議
員
の
自
衛

隊
に
対
す
る
日
頃
の
見
解
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
憲
法
の
前
文
に
は
、
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公

正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を

保
持
し
よ
う
と
決
意
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
崇
高

な
理
念
で
あ
り
、
そ
う
あ
り
た
い
と
誰
も
が
願
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
現
実
の
国
際
社
会
は
極
め
て
厳
し
い

と
歴
史
が
教
え
て
い
る
。
ベ
ル
ギ
ー
は
か
っ
て
、「
永

世
独
立
中
立
国
家
」
と
し
て
保
証
す
る
国
際
条
約
を

成
立
さ
せ
た
。
1839
年
5
月
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ

シ
ア
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
条
約
に
調
印

し
た
。
し
か
し
、
ベ
ル
ギ
ー
の
中
立
は
、
第
一
次
世
界

大
戦
と
第
二
次
世
界
大
戦
で
い
ず
れ
も
ド
イ
ツ
軍
に

よ
っ
て
、
破
ら
れ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、
日
ソ
中
立
条

約
を
締
結
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
終
戦
直
前
に
、

満
州
に
お
い
て
、
ソ
連
軍
の
奇
襲
攻
撃
を
受
け
た
事

を
、
日
本
人
は
歴
史
の
教
訓
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
厳
し
い
現
実
の
国
際
政
治
を
直
視
す
る
必
要

が
あ
る
。
憲
法
9
条
の
1
項
を
素
直
に
読
め
ば
、
国

際
紛
争
の
解
決
の
手
段
と
し
て
、
武
力
を
行
使
し
な

い
と
な
っ
て
い
る
。
2
項
の
武
力
も
持
た
な
い
。
自
衛

隊
も
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
の
は
、
普
通
の
人

の
理
解
力
か
ら
し
て
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
1
項

で
い
う
国
際
紛
争
を
巡
っ
て
、
色
々
の
考
え
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
侵
略
戦
争
を
放
棄
す
る
と
い
う
趣
旨
で
あ

り
、
他
国
か
ら
の
侵
略
に
対
し
て
、
自
衛
の
た
め
に
、

武
力
を
行
使
し
な
い
と
ま
で
は
言
っ
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
2
項
は
自
衛
の
為
の
戦
力
を
保
持
す
る
こ

と
ま
で
憲
法
上
、
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
と
解
釈
す
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
更
に
、
1956
年
、
日
本
は
国

際
連
合
に
加
盟
し
た
。
国
連
に
加
盟
し
た
以
上
、
世

界
の
平
和
と
安
定
の
た
め
に
、
加
盟
国
の
義
務
と
責

任
を
果
た
す
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
他
国

の
平
和
維
持
の
た
め
に
、
国
力
相
応
の
犠
牲
を
払
う

こ
と
は
国
際
社
会
の
常
識
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

実
力
組
織
で
あ
る
自
衛
隊
を
持
つ
こ
と
は
、
国
際
法

上
認
め
ら
れ
て
い
る
。
憲
法
の
条
文
を
振
り
か
ざ
し

て
、
自
衛
の
た
め
の
武
力
行
使
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

集
団
的
自
衛
権
も
認
め
ら
れ
な
い
と
声
高
に
主
張
す

る
こ
と
は
独
立
国
家
と
し
て
、
到
底
諸
外
国
の
理
解

が
得
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
憲
法
66
条
に
は
、
内
閣

総
理
大
臣
そ
の
他
の
国
務
大
臣
は
、
文
民
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
な
っ
て
い
る
。
文
民
の
定
義
と
は
何

か
。
昭
和
48
年
12
月
の
、
衆
議
院
の
委
員
会
に
お
い

て
、
政
府
委
員
は
旧
陸
海
軍
の
職
業
軍
人
の
経
歴
を

有
す
る
者
、
自
衛
官
の
職
に
あ
る
者
と
答
弁
し
て
い

る
。
し
か
し
、
今
や
旧
陸
海
軍
に
所
属
し
て
職
業
軍

人
が
国
務
大
臣
に
就
任
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

そ
れ
に
抵
触
す
る
の
は
、
現
職
の
自
衛
官
だ
け
で
あ

る
。
自
衛
隊
が
憲
法
違
反
で
、
存
在
が
認
め
ら
れ
な

い
と
す
る
な
ら
ば
、
66
条
の
規
定
は
お
か
し
い
。
Ｇ
Ｈ

Ｑ
は
憲
法
上
、
日
本
を
非
武
装
国
家
と
明
記
し
た
が
、

独
立
国
家
と
し
て
日
本
も
何
時
か
軍
隊
を
持
つ
で
あ

ろ
う
と
、
こ
の
条
文
を
付
け
加
え
た
の
で
は
な
い
か
。」

南
北
首
脳
会
談
に
続
き
米
朝
首
脳
会
談
に
ま
で
発
展
し
そ
う
で
あ
る
。
急
速
に

変
化
す
る
朝
鮮
半
島
情
勢
、
ま
さ
に
「
複
雑
怪
奇
で
あ
る
。」
二
ノ
湯
議
員
の
見

解
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
北
朝
鮮
は
、
凍
結
状
態
に
あ
る
南
北
関
係
を
改
善
す
る
た

め
に
選
手
団
を
送
り
、
さ
ら
に
金
正
恩
委
員
長
の
妹
と
金
永
南
最
高
人
民
委
員
会
常

任
委
員
長
を
派
遣
し
た
。
韓
国
は
北
朝
鮮
代
表
団
を
誠
意
の
限
り
を
尽
く
し
て
、
手

厚
く
も
て
な
し
た
。
3
月
5
日
、
韓
国
側
の
特
使
団
が
平
城
を
訪
問
し
た
。
北
側
は

会
談
の
後
、
晩
餐
会
を
開
き
、
金
正
恩
委
員
長
が
4
時
間
に
も
わ
た
っ
て
、
最
大
級

の
歓
迎
を
し
た
。
特
使
と
の
会
談
の
結
果
、
韓
国
、
北
朝
鮮
の
南
北
首
脳
会
談
が
、

4
月
末
、
南
北
の
軍
事
境
界
線
板
門
店
に
あ
る
韓
国
側
の
「
平
和
の
家
」
で
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
見
れ
ば
、
韓
国
の
文
在
寅
政
権
は
北
に
な

ん
と
甘
い
態
度
を
見
せ
る
の
か
、
ほ
ほ
え
み
外
交
に
騙
さ
れ
て
は
い
け
な
い
と
警
告
す

る
。
何
故
こ
の
時
期
に
南
北
会
談
が
行
わ
れ
る
の
か
。
4
月
末
頃
は
、
米
韓
軍
事
演

習
の
真
っ
最
中
で
あ
る
。
北
は
軍
事
演
習
に
反
対
も
し
な
い
し
、
強
く
抗
議
も
し
な

い
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
会
談
に
よ
っ
て
、
北
朝
鮮
は
韓
国
に
、
米
国
と
北
朝
鮮
と
の

対
話
の
仲
介
を
求
め
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
米
国
は
北
朝
鮮
が
核
を
放
棄
す

る
ま
で
経
済
制
裁
を
解
除
し
な
い
と
強
硬
な
姿
勢
を
示
し
て
お
り
、
軍
事
行
動
も
辞

さ
な
い
構
え
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
米
国
の
圧
倒
的
な
軍
事
力
の
前
に
、
北
朝
鮮
の

体
制
は
崩
壊
す
る
が
、
韓
国
側
の
経
済
も
破
綻
し
、
世
界
的
な
危
機
を
招
く
か
も
知

れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
を
恐
れ
て
い
る
の
は
、
北
朝

鮮
で
あ
り
、
韓
国
も
お
び
え
て
い
る
。
そ
の
時
に
は
、
米
韓
同
盟
も
破
綻
し
、
韓
国

に
お
け
る
中
国
の
影
響
力
が
強
く
な
っ
て
く
る
。
日
本
は
そ
の
こ
と
も
十
分
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
南
北
関
係
が
急
速
に
接
近
し
た
背
景
に
は
、
韓
国
、
北
朝
鮮

の
共
同
の
主
導
権
に
よ
っ
て
、
米
国
と
北
朝
鮮
と
の
対
話
に
持
っ
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
し
か
し
、
口
先
だ
け
で
は
、
米
国
を
説
得
出
来
な
い
。
非
核
化
に
つ
い
て
、

何
ら
か
の
米
朝
合
意
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
も
米
朝
の
対
話
に
積
極

的
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。
何
は
さ
て
お
い
て
も
、
今
な
お
多
く
の
拉
致
さ
れ
た

日
本
人
が
、
北
朝
鮮
に
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
北
朝
鮮
は
、
日
本
に
対
し

て
、
北
朝
鮮
カ
ー
ド
を
切
り
、
米
朝
対
話
の
斡
旋
を
強
く
求
め
て
来
る
で
あ
ろ
う
。」
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4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

西
脇
隆
俊
君
を
励
ま
す
会

東
京
で
800
人
が
参
加

安倍総裁から推薦状を
受け取る西脇隆俊氏

京都府連を代表して挨拶する二ノ湯議員

西
脇
氏
へ
各
党
の
推
薦
相
次
ぐ

西
脇
氏
が
在
職
し
て
い
た
国
土
交
通
省
関

係
者
が
呼
び
か
け
て
、
京
都
府
知
事
選
挙
に

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
西
脇
隆
俊
氏
を
励
ま

そ
う
と
、
3
月
9
日
、
東
京
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で
盛
大
な
「
励
ま
す
会
」
を

開
い
た
。
西
脇
氏
は
長
年
、
霞
ヶ
関
の
中
枢
で

働
い
て
い
た
だ
け
に
、
幅
広
い
人
脈
を
持
っ
て

お
り
、
出
席
者
も
多た

士し

済せ
い

々せ
い

の
顔
ぶ
れ
で
あ
っ

た
。
西
脇
氏
は
中
央
官
庁
で
の
経
験
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
多
く
の
有
力
な
人
た
ち
と
の
交
友

関
係
が
あ
り
、
今
後
の
京
都
府
発
展
に
生
き
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
る
。
会
合
に
は
、

自
民
、
公
明
、
民
進
、
希
望
の
国
会
議
員
も
出

席
し
た
。
先
ず
、
出
席
の
国
会
議
員
を
代
表
し

て
、
先
ず
伊
吹
文
明
衆
議
院
議
員
、
石
井
国
土

交
通
大
臣
、
吉
野
復
興
大
臣
が
順
次
挨
拶
し
、

地
元
京
都
の
政
党
を
代
表
し
て
、
自
民
党
府
連

会
長
の
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
、
公
明
党
京
都
代

表
の
竹
内
衆
議
院
議
員
、
希
望
の
党
の
前
原
衆

議
院
議
員
が
挨
拶
、
そ
の
後
、
西
脇
氏
が
決
意

表
明
を
行
い
、
増
田
寛
也
元
総
務
大
臣
の
乾
杯

の
音
頭
で
、西
脇
氏
夫
妻
を
囲
ん
で
懇
親
し
た
。

京
都
府
知
事
選
挙
に
立
候
補
す
る
予
定
の
西

脇
隆
俊
氏
に
対
し
て
、
各
政
党
が
相
次
い
で
、

推
薦
を
決
定
し
て
い
る
。
先
ず
自
民
党
は
2
月

19
日
、
国
会
内
の
自
民
党
幹
事
長
室
で
、
安
倍

総
裁
か
ら
西
脇
氏
に
推
薦
状
を
交
付
し
た
。
そ

の
後
、
公
明
党
、
民
進
党
、
希
望
の
党
、
立
憲

民
主
党
も
相
次
い
で
、
西
脇
氏
を
推
薦
候
補
者

と
決
定
し
た
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張
にご賛同いただき、ご入会下さいますよ
うお願い申し上げます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228
※弔電、生花、香典はご辞退致します。
※平服でご参列下さい。

　ご案内の通り、元自民党幹事長、野中廣務先生
におかれましては去る1月26日満92歳にて永眠されまし
た。先生は、地方政治、国政を通じ、地方の活性化
と国の将来を見据えた幅広い活動に取り組まれ、多大
な功績を残されました。ここに故人のご功績をたたえ、追
慕と謝意を表するため、自民党京都府連はじめ、関係
団体とともに下記のとおり「お別れの会」が行われますの
で、ご案内申し上げます。

故 野中廣務先生
お別れの会

一、日時　平成30年4月14日土
開会　午前11時

二、場所　ホテルグランヴィア京都
「源氏の間」
京都市下京区烏丸通塩小路下ル
JR京都駅内
電話（075）344―8888
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祝辞を述べる二ノ湯同窓会会長

二
ノ
湯
議
員
、
西
京
高
校
卒
業
式
で
祝
辞

優
秀
な
卒
業
生
の
前
で
緊
張

一
、
開
催
の
準
備
不
足
等
が
、
さ
さ
や
か
れ
た

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
日
本
チ
ー
ム
は
史
上

最
高
の
数
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
日
本
女

性
の
活
躍
、
そ
し
て
羽
生
選
手
の
け
が
を
克
服

し
て
の
2
回
連
続
の
金
メ
ダ
ル
。
期
間
中
、
日

本
国
民
を
感
動
さ
せ
た
。

一
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
4
期
目
の

選
挙
に
臨
む
。
中
国
で
は
、
憲
法
を
改
正
し

て
、
2
期
10
年
の
任
期
を
撤
廃
し
、
長
期
政
権

を
目
論
む
。
一
方
、
米
国
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

か
ら
、
次
々
と
ス
タ
ッ
フ
が
退
職
す
る
。
米
対

ロ
シ
ア
、
中
国
の
指
導
力
の
差
が
気
に
な
る
。

一
、
中
国
の
軍
事
費
の
膨
大
な
額
に
は
、
驚
か

さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
と
並
ぶ
軍
事
大
国
を
目
指

す
と
い
う
が
、
中
国
経
済
が
い
つ
ま
で
そ
れ
に

耐
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
日
本
と
し
て
も

手
を
こ
ま
ね
い
て
ば
か
り
い
ら
れ
な
い
。
将
来

に
わ
た
っ
て
厄
介
な
問
題
で
あ
る
。

一
、
ア
メ
リ
カ
・
フ
ロ
リ
ダ
州
の
高
校
で
、
銃

乱
射
事
件
が
起
き
、
先
生
、
生
徒
17
人
が
犠
牲

と
な
っ
た
。
そ
の
た
び
に
、
銃
規
制
が
叫
ば
れ

る
が
、
全
米
ラ
イ
フ
ル
協
会
は
、
よ
ほ
ど
力
の

あ
る
団
体
な
の
か
、
銃
保
持
の
規
制
が
な
か
な

か
進
ま
な
い
。

一
、
先
日
、
東
京
国
立
博
物
館
に
足
を
運
ん

だ
。
目
的
は
「
仁
和
寺
と
御
室
派
の
み
ほ
と

け
」
の
鑑
賞
で
あ
る
。
国
宝
、
重
文
が
所
狭
し

と
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、
仁
和
寺
は
私
が
住
ん

で
い
る
学
区
内
。
こ
れ
ほ
ど
の
寺
宝
が
あ
る
と

は
、
知
ら
な
か
っ
た
。
ま
さ
に
灯
台
下
暗
し
で

あ
る
。

一
、
新
幹
線
は
日
本
が
誇
る
べ
き
高
速
の
鉄
道

で
あ
る
。
開
業
以
来
、
事
故
ら
し
い
事
故
は
な

い
。
世
界
に
誇
る
日
本
の
技
術
だ
と
思
っ
て
い

た
ら
、
川
崎
重
工
業
製
造
の
車
両
の
台
車
に
欠

陥
部
品
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
一
つ
間
違
え
ば

大
事
故
に
繋
が
り
、国
の
信
用
を
失
墜
さ
せ
る
。

一
、
い
つ
ま
で
も
尾
を
引
く
森
友
問
題
。
今
頃

に
な
っ
て
、
財
務
省
は
文
書
の
書
き
換
え
を
認

め
た
。
国
税
庁
長
官
の
辞
任
、
近
畿
財
務
局
の

担
当
職
員
の
自
殺
。
国
民
の
政
治
不
信
は
高
ま

る
ば
か
り
で
あ
る
。
強
気
な
国
会
答
弁
を
繰
り

返
し
て
き
た
安
倍
首
相
の
前
途
は
険
し
い
。

二
ノ
湯
議
員
は
書
道
を
習
い
始
め
て
、
7
年
近

く
が
経
過
し
た
。
一
向
に
上
達
し
な
い
が
、
生
涯

学
習
と
思
っ
て
、
根
気
よ
く
練
習
し
て
い
る
。
議

員
が
所
属
し
て
い
る
眞
龍
書
道
会
の
第
5
回
展

覧
会
が
、
2
月
下
旬
に
大
阪
天
王
寺
に
あ
る
大

阪
市
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
。
多
く
の
会
友

が
見
事
な
作
品
を
出
品
さ
れ
て
い
る
。
二
ノ
湯
議

員
も
下
手
な
字
で
あ
る
が
、
恥
を
顧
み
ず
、
賛

助
出
品
し
た
。
今
回
は
鴨
長
明
の
方
丈
記
の
有

平
成
28
年
6
月
、
二
ノ
湯
議
員
は
母
校
西
京

高
校
の
同
窓
会
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。
会
長
は

3
月
1
日
に
行
わ
れ
た
卒
業
式
で
、
約
4
分
の

祝
辞
を
述
べ
た
。
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
皆
さ
ん
は
、
京
都
で
も
有
数
の
進
学
校
で

あ
る
西
京
高
校
を
自
ら
選
択
し
、
入
学
さ
れ
ま

し
た
。
西
京
高
校
の
教
育
方
針
は
「
進
取
・
敢

為
・
独
創
」
で
、
失
敗
を
恐
れ
ず
、
何
事
に
も

挑
戦
し
、
自
ら
の
考
え
で
道
を
切
り
開
い
て
い

く
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
中
学
校
か
ら
の
方
は
6
年
間
、
高
校
か
ら

は
3
年
間
、
学
校
生
活
に
お
い
て
、
友
情
を
育

み
、
勉
学
、
さ
ら
に
部
活
動
を
通
じ
て
、
西
京

の
教
育
方
針
を
身
に
付
け
、
立
派
に
成
長
さ
れ

た
こ
と
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
大
学
は

じ
め
新
し
い
世
界
で
、
西
京
高
校
の
崇
高
な
教

育
方
針
の
中
で
培
っ
た
心
意
気
で
、
頑
張
っ
て

下
さ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち

の
母
校
、
西
京
高
校
は
、
明
治
19
年
に
創
立
さ

れ
、
幾
多
の
変
遷
の
歴
史
を
持
っ
て
お
り
ま

す
。
先
輩
の
方
達
は
、
歴
史
と
伝
統
に
輝
く
高

校
の
卒
業
生
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
、
勉

学
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
大
い
に
力
を
発
揮
し

て
、
卒
業
後
は
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

人
生
100
年
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
も
、
今
日
、
時
代
の
変
化
は
め
ま
ぐ

る
し
く
、
長
い
人
生
に
は
、
山
あ
り
、
谷
あ
り

で
す
が
、
教
育
方
針
の
「
進
取
、
敢
為
、
独

創
」
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
常
に
勉
強
を
怠
ら

ず
、
人
生
を
生
き
抜
い
て
下
さ
い
。」

名
な
冒
頭
、「
行
く
川
の
な
が
れ
は
絶
え
ず
し
て
、

し
か
も
本
の
水
に
あ
ら
ず
」
を
題
材
に
し
た
。

二
ノ
湯
議
員
、
書
道
展
に
出
品

　

二
ノ
湯
智
事
務
所
で
は
、
4
月
末
で
秘
書
が

退
職
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
た
め
、
男
性
秘
書

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
勤
務
は
京
都
事
務
所

で
、
京
都
市
内
、
も
し
く
は
近
郊
に
お
住
い
の

方
。
身
分
は
公
設
第
2
秘
書
で
す
。「
え
と
す
」

を
購
読
者
の
方
で
、
も
し
心
当
た
り
の
方
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
紹
介
下
さ
い
。
年
齢
は
35

才
〜
60
才
ま
で
で
、
5
月
の
連
休
明
け
か
ら
の

勤
務
と
な
り
ま
す
。

秘
書
を
募
集
し
て
い
ま
す


